
 

 

１
２
月
定
例
会
最
終
日
の
２
０
日
、
日
本
共
産
党
米
原
市
議
団
は
、
平
成
２
５
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
、
下
水
道
及
び
集
落
排
水
施
設
条
例
、
水
道
給
水
条
例
、
庁
舎
等
整
備
検
討
委
員
会
条
例
に

反
対
し
ま
し
た
。（
反
対
討
論
は
清
水
議
員
） 

 

反
対
理
由
と
し
て
は
、
補
正
予
算
及
び
下
水
道
、
水
道
条
例
が
消
費
税
増
税
を
前
提
と
し
て
使
用

料
等
を
引
き
上
げ
る
こ
と
か
ら
、
共
産
党
は
反
対
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
清
水
議
員
の

一
般
質
問
や
意
見
書
で
理
由
は
述
べ
て
い
ま
す
。
ま
た
庁
舎
等
検
討
委
員
会
条
例
は
統
合
庁
舎
の
整

備
を
前
提
に
検
討
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
検
討
委
員
会
で
、
市
民
の
多
く
は
現
在
の
４
庁
舎
体
制
を

希
望
し
て
お
り
時
期
尚
早
で
あ
る
こ
と
か
ら
反
対
し
ま
し
た
。 

補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
維
新
の
松
崎
議
員
（
無
会
派
）
が
、
庁
舎
等
検
討
委
員
会
条
例
に
つ
い

て
は
前
川
議
員
（
創
政
ク
ラ
ブ
）
が
、
市
提
出
議
案
賛
成
の
立
場
で
、
討
論
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

松
崎
議
員
の
賛
成
討
論
は
「
消
費
税
は
社
会
保
障
の
為
で
あ
り
、
多
く
の
国
民
が
受
け
入
れ
て
い

る
」「
政
府
の
対
応
（
一
時
金
）
は
し
っ
か
り
や
っ
て
い
る
」「
企
業
が
内
部
留
保
は
現
金
で
持
っ
て

お
ら
ず
取
り
崩
せ
ば
混
乱
が
起
き
る
」
等
政
府
の
意
見
そ
の
ま
ま
を
発
言
し
て
い
ま
す
。
共
産
党
は

消
費
税
の
増
税
は
企
業
減
税
と
ほ
ぼ
同
額
で
あ
り
社
会
保
障
は
ま
す
ま
す
悪
く
な
っ
て
い
る
こ
と

や
共
産
党
は
企
業
の
内
部
留
保
２
７
０
兆
円
全
額
を
取
り
崩
せ
と
は
言
っ
て
お
ら
ず
、
１
％
の
取
り

崩
し
で
給
与
１
万
円
引
き
上
げ
可
能
と
言
っ
て
い
ま
す
。 

前
川
議
員
は
「
市
は
黒
字
財
政
だ
」「
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
は
共
産
党
が
勝
手 

に
や
っ
た
も
の
」「
庁
舎
の
議
論
ま
で
封
殺
す
る
の
か
」
と
の
討
論
を
行
い
ま 

し
た
が
、
や
は
り
市
民
の
意
見
の
集
約
は
必
要
と
述
べ
ま
し
た
。 

 

 

ま
た
米
原
市
人
権
総
合
セ
ン
タ
ー
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
プ
ラ
ザ
の
指 

定
管
理
者
の
指
定
に
関
し
て
太
田
議
員
が
反
対
討
論
を
し
ま
し
た
。 

 

「
２
０
１
４
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
の
中
止
を
求
め
る
意
見
書
」
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
か
ら
の
撤

退
を
求
め
る
請
願
」
は
、
本
会
議
に
お
い
て
藤
田
議
員
が
原
案
に
賛
成
討
論
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

な
お
採
決
の
結
果
は
否
決
・
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
他
の
市
提
出
１
５
議
案
と
常
任
委
員
会
提
出

の
国
体
の
意
見
書
は
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
秘
密
保
護
法
案
の
意
見
書
は
、
国
で
の
可

決
成
立
を
受
け
取
り
下
げ
、
委
員
会
で
の
撤
廃
意
見
書
を
提
案
し
ま
し
た
が
、
提
案
に
は
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
。 
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新人議員の議会成績簿 

本年１０月に当選した新人議員８名（共産２人を

除く、全員無会派）が、「消費税中止意見書」「ＴＰ

Ｐ撤退の請願」にすべて反対し、市提出議案に賛成

しました。ＴＰＰは農協や医師会も反対しており、

消費税増税についても多くの市民が不安を持って

います。庁舎建設についても、先の「在り方委」は

統合庁舎を提案していますが、市民の意思とは異な

っています。地域振興の立場でどう考えるのか。市

民目線での議会活動を期待します。 

 

共産党３人以外
１６人全員が 
（議長は除く） 

指定管理反対の討論から（太田議員） 

今回の「指定管理者」の指定は、従来の方針の

継承でしかなく、市内３つの会館の整理や在り方

を視野に入れたものでもなく、時期が来たから自

動的に更新していくもので、将来的発展の展望が

しめされていません。このままでは市が人権問題

の中心的課題という同和問題の解決にもつながら

ないと思います。管理者の資格云々ではなく、人

権政策課との統合など、館の在り方の発展方向が

示されないことから反対するものです。 

◆  

※
裏
面
も
お
読
み
く
だ
さ
い
。  
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